明治期における清国留学生たちの集会場所 : 孫文歓迎会と富士見楼をめぐって by 欒 殿武
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りに、播磨青年親睦会の集会（明治 23年 1月 6日）、自由党員の送別会（明治 23年 2月 6日）、
広島県学生親睦会（同年 3月 2日）、能弁学会練習会（3月 30日）、青年大演説会（4月 23日）、
政談演説会（5月 2日）、存娼演説会（5月 31日）、自由党解党集会（7月 31日）など、集会の
場所として知られている。明治 32年（1899）7月に新たに 3階の大広間を増築し、集会所とし
ての機能を伸ばした。明治 38年（1905）8月 13日に孫文歓迎会が開かれたあと、10月 14日に、
日本山岳会設立大会が富士見楼で開かれた。
　明治 37から 40年前後まで、富士見楼で開催された大会の会費を見れば、筑前学友春季大会



















































 2） 『宋教仁日記』によると、準備会をスムーズに立ち上げるために、7月 29日の夜、孫文は黄興、宋教仁、
陳天華らと北辰社で会い、同盟会の組織方法などの細部を話し合ったという。
 3） 明治 22年（1889）から始まり、昭和 8年（1933）に消滅、飯田橋駅から小石川橋に至る河岸沿いの狭
長地域。図 1を参照。
 4） 陳天華の「紀東京留学生歓迎孫君逸仙事」に 1,300人と言い、『宋教仁日記』では、会場に 600～ 700
人が入ったという。人数について諸説があるが、本稿は陳天華の説に従う。





 7） 『河岸地台帳』によると、「第二号七ノ甲」であり、坪数は 296.63坪である。
 8） 「明治期における飯田河岸の成立とその変容過程」（前出、517頁）注 37を参照。








13） 留学生の人数は諸説があるが、本稿は『読売新聞』の記事「留学生激増」（明治 38年 6月 17日付）を
参照した。
14） 馮自由『中華民国開国前革命史』上（世界書局、1954）175～ 176頁によると、革命同盟に加入する人
はブリュッセルでは、30人余り、ベルリンでは、20人余り、パリでは、10人余り、それに対して、東
京では、数百人であったという。
15） 明治 34年（1901）1月に内田良平らを中心として設立された国家主義の団体で、本部が赤坂区檜町三
番の内田良平宅に置かれ、頭山満はその顧問を務めた。
16） 蒋永敬『胡漢民先生年譜』（台湾商務印書館、1981）47～ 48頁を参照。
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